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特別養護老人ホーム吉井川荘空調設備等大規模改修事業支援業務仕様書
１．業務名
特別養護老人ホーム吉井川荘空調設備等大規模改修事業支援業務
２．業務の目的
特別養護老人ホーム吉井川荘では、平成１５年に新築移転をし、１９年が経過したことに伴い空調設備等に経年劣化による故障が頻繁に発生している。
ここ数年は修繕により対応してきたが、部品の供給がメーカー在庫のみとなり、修理ができない状況となることから、令和５年度に大規模な設備改修を行い利用者様にご不便をかけることなくサービスの向上に繋げる。
事業の実施にあたり、国の省エネ補助金及び岡山県地域医療介護総合確保基金事業費補助金を活用する。
そのため、補助金申請に向けた調査等を実施するとともに、補助事業の申請、実施報告等の事務手続き等の業務委託を行う。
３．業務の場所
　　久米郡美咲町吉ケ原８３８　特別養護老人ホーム吉井川荘

４．業務期間
　　契約締結の日から令和６年３月３１日まで
５．事業の概要
（１）改修等の内容
　・空調設備
　・照明設備
　・ナースコール設備
　・見守りセンサー（新設）
　・断熱改修
· 断熱改修は補助金の応募要件を満たすために実施する。活用する補助金が変更になった場合は実施しない。
（２）活用予定の補助金
　・既存建築物省エネ化推進事業（国土交通省）
　・岡山県地域医療介護総合確保基金事業費補助金
６．業務内容
（１）補助事業応募に向けた準備
　ア　既存設備の整理
竣工図の確認や施設の現地調査等の実施を通じて、空調設備、照明設備、その他補
助事業の申請において必要となる設備の情報を整理した機器リストを作成する。
　機器リストは、部屋、型番、台数、消費電力、使用時間等を含んだものとする。
　
　イ　改修内容等の提案
　アで整理した情報を活用し、省エネ計算を実施したうえで、補助金獲得に向けた改修工事の内容を提案する。提案の作成にあたっては、補助金の採択可能性や経済性を考慮すること。
　ウ　概算費用の整理
　イで提案した改修工事の概算費用を整理する。概算費用の作成にあたり、事業者から見積を取得する場合は、吉井川荘が指定した事業者に見積を依頼すること。
（２）補助金の応募申請支援
　ア　申請書類の作成
　　　国の省エネ補助金及び岡山県地域医療介護総合確保基金事業費補助金の応募に必要
　　な書類を作成する。
国の省エネ補助金は、国土交通省の既存建築物省エネ化補助金を想定している。但
し、補助金の採択可能性や経済性を踏まえ、より望ましい補助事業があれば提案する
こと。
　　　申請書類に関して、補助金執行団体から問い合わせや修正依頼があった場合は、速
やかに対応を行う。
　イ　事業不採択時の再申請
事業が不採択となった場合は、同補助金の二次公募に応募する、また協議の上、
他の補助事業に応募する等、引き続き同等以上の補助金獲得に向けた対応を行う。

（３）施工業者選定に向けた支援
　発注方式は設計施工一括方式とし、プロポーザルにより実施する。
　なお、プロポーザル実施にあたり必要な資料の作成を行う。
（４）事業の実施支援
　ア　施工業者に対する支援
　　　（３）で決定した施工業者に、事業で必要な書類の作成方法等に関する説明を行う。特に、工事写真台帳の作成方法については、丁寧な説明を行うこと。
また、施工業者からの事業に関する問い合わせに対応する。
　イ　補助金執行団体の検査対応
補助金執行団体の中間検査や確定検査がある場合は、検査に必要な資料を作成するとともに、検査時は同席すること。
ウ　事業の完了報告書の作成
　　国の省エネ補助金及び岡山県地域医療総合確保基金事業費補助金の完了報告に必要な資料を作成する。
　　完了報告の書類に関して、補助金執行団体から問い合わせや修正依頼があった場合は、速やかに対応を行う。
（５）事業完了後の支援
　ア　実績報告書の作成
　国の省エネ補助金は、事業完了後２～３年間、毎年、事業の実績報告書の作成が必要である。その実績報告書の作成を行う。実績報告書の作成は補助事業執行団体への報告が完了するまで行う。
　イ　補助事業の追加調査等の対応
　　　補助事業の追加調査等があった場合には、必要書類を作成するとともに、調査時は同席すること。
　ウ　会計検査時の対応
　　　会計検査院の検査があった場合は、検査時の専門的な質問に対する対応を行う。
７　資料の貸与
　本業務を実施するにあたり、必要な資料の収集は、原則として受託者が行うこととす
るが、現在、特別養護老人ホーム吉井川荘が所有し、業務に利用できうる資料はそれを貸与する。この場合、貸与を受けた資料については、リストを作成のうえ、特別養護老人ホーム吉井川荘に提出し、業務完了と同時に返納しなければならない。
８．成果品
　　本業務の成果品は以下のとおりとする。
　　・業務実施に関わる関係図書・報告書　一式
　　・上記の電子データ（CD-R）　１部
９．秘密の保持
　　受託者は、本事業において知り得た内容について、特別養護老人ホーム吉井川荘の許可なく他の調査に使用、又は公表、その他本業務の目的外に使用してはならない。
１０．業務実施における留意点
（１）受託者は、業務の円滑な推進を図るため、当該事業に関し十分な知識・経験を有する技術者を配置しなければならない。
（２）本事業で得たすべての成果品については特別養護老人ホーム吉井川荘に帰属するものとし、特別養護老人ホーム吉井川荘の許可なく第三者に譲渡、貸与及び公表してはならない。
（３）受託者は、本仕様書に疑義が生じたとき、本仕様書により難い事由が生じたとき、又は本仕様書に記載のない細部については、特別養護老人ホーム吉井川荘と速やかに協議し、その指示に従うこと。
（４）補助事業不採択の場合、特別養護老人ホーム吉井川荘空調設備等大規模改修事業支援業務仕様書６-（３）以降の業務は行わず、その時点で精算すること。
